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川越市議会に関する情報をお知らせします。議会情報

　下記の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣宛てに送付しました。

提出者　川越市宮下町１－６－21
　　　　川越地方労働組合連絡協議会
　　　　会長　山岡　俊彦

パレスチナ自治区ガザ地区における即時かつ恒久的な停戦を求め、日本政府に対して和平
実現に向けて働き掛けることを求める意見書

意見書　６月26日に議員より意見書案が提出され、原案可決となりました。意見書の内容は以下のとおりです。

市立高校にスポーツ科を！
政策フォーラム 山 木 綾 子

30

問令和８年に100周年を迎える市立川越高等学校に、ス
ポーツ科を編成できないか？
答学校教育部長　スポーツに視点を当てた学科の再編等
については、現在、100周年に向けた魅力ある学校づく
りについて調査審議を行っている川越市立川越高等学校
教育審議会での議論や意見の行方を注視し、必要に応じ
て、体育科を有している他校
の状況の調査等とともに、本
校関係者等からの声などを踏
まえながら、今後、十分検討
していく。
質問市立川越高等学校

介護施設の重大事故を防ぐ
初雁自由政令会 小野澤康弘

31

問利用者の命をも預かる安全・安心な介護サービスの提
供のために介護保険の事業所や施設に対する行政の関与
をさらに強化することについて、市の認識を伺う。
答栗原副市長　今後見込まれる認知症の高齢者の増加に
伴い、介護サービスの提供に当たり利用者の命に関わる
ような事故の危険性が高まることが懸念される。
　市としては、人の命を預かることの大切さを十分に意
識しながら、事業者に対し、安全面における注意喚起や
情報共有など、関与を行っていく必要があるものと認識
している。

質問認知症対応施設の課題

　今回のパレスチナ自治区・ガザ地区攻撃の直接的な
契機は、国際法に違反したハマスによる無差別攻撃と
人質拘束にある。しかし、イスラエルが「自衛権」の
名の下に圧倒的な軍事力でガザ地区に行っている空
爆・地上戦では、今も民間人を中心に多くの尊い人命
が奪われ続け、全人口の８割を超える180万人が避難
を強制されている。このような人道危機をもたらすこ
とが正当化されることは決してない。
　この間、一部地域で一時的な戦闘停止は実現してい
るが、いまだ恒久的な停戦に向けた行動は実現されて
いない。
　よって、川越市議会は「小江戸かわごえ平和都市宣

言2005」を宣言している都市の議会として平和の尊
さを深く自覚し、日本政府に対し国際社会と連携し、
イスラエル、ハマス双方へ「即時かつ恒久的な停戦お
よび人質の即時解放」、「国際人道法および国際人権
法の遵守」、「ガザ地区における人道的被害の抑止、
人道支援物資の供給を通じた人道状況の改善」を呼び
かけ、和平実現に向けて一層の外交努力を尽くすこと
を求める。
　右、地方自治法第99条の規定により意見書を提出す
る。
　令和６年６月26日

川　越　市　議　会　

請願 今定例会で１件の請願が提出され、
審議の結果、不採択となりました。 第２回臨時会

　４月９日に開会し、下記の市長提出議案３件の審議、正副議
長選挙、議会運営委員の選任等が行われ、同日閉会しました。
議案第64・65号　専決処分の承認　―承認―
議案第66号　川越市道路線の認定（開発行為）―原案可決―

国に対して「全国一律最低賃金制度の実現
を求める意見書」の提出を求める請願書

―不採択―

臨時会で審議された内容は
こちらの会議録からご覧いただけます ▶︎▶︎


